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●大月商店街協同組合

　大月商店街協同組合（天野太文理事長）は組合
員の店舗の買物に利用できる「プレミアム商品券」
の販売を1月19日から開始し、3日間で完売し大好

評となった。
　この商品券
は、平成8年
から組合が実
施してきたポ
ンイントカード
事業に続く、
商店街活性
化に向けた新
たな販促事業
として販売さ
れたもので、1
セットが500

円券24枚つづりで価格は1万円、2千円のプレミア
ムがつく。1世帯につき2セット限定で、19日の午前
10時から組合事務所で販売したところ、販売後3
日間で400セットが全て完売となった。この商品券
は組合に加入している57店舗で3月20日まで利用
できる。
　また組合では、昨年12月に各店舗の送迎・宅配
サービスを紹介したガイドブックを発行した。このガ
イドブックは、公共交通機関や自家用車などの利
用が難しい高齢者の買物サービスとして、山梨県
と大月市からの「買援隊活動促進事業」の助成を
受け作成した。
　ガイドブックには、購入された商品をお客様の自
宅まで届ける宅配・出前サービス、長距離の移動
が困難なお客様に店舗で実物を実際に見て買い
物をしてもらうお車で送迎サービス、店舗スタッフ

がお客様宅ま
で商品を持っ
て訪問するご
説 明 販 売
サービスなど
が受けられる
店舗が紹介
されている。
組合では、今
後もこうした
新サービスを
行う店舗を随時拡大していく予定。
　天野太文理事長は、「組合は地域に寄り添った
商店街であること目指して活動してきたが、これか
らも様々な事業を実施し、地域住民に長く商店街を
利用してもらえるように努力していきたい」と話す。

●峡北自動車整備協業組合

　峡北自動車整備協業組合（末木基治理事長　組
合員13社）は2月25日、北杜市の大泉八ヶ岳ロイヤ
ルホテルで「創立40周年記念式典」を開催、組合関
係者ら50名が出席し、40年を迎えた組合の更なる
発展に向け決意を新たにした。
　当組合は、峡北地域の自動車整備工場が集まり

昭和52年2月に設立され、共同施設として自動車車
検整備ができる指定工場を立ち上げ、組合員等から
持ちこまれる車両の車検整備を行ってきた。
　式典の式辞の中で末木理事長は、これまでの組
合の変遷に触れながら「組合設立40年の中で世代
交代が進み、各社とも後継者へと経営が引き継がれ
はじめている。これからは若い世代が組合の目的を
真剣に考え、組合・組合員の健全な発展をどう目指
していくかが課題となる。また、ハイブリッド車をはじ
めとする次世代自動車の普及に伴い高度な整備技
術が求められていることから、職員・組合員がともに
新たな技術の習得に努めるとともに、法令遵守と不
正改造の排除に向けた取り組みも継続していく。」と
述べた。
　当日は、歴代の理事長と永年にわたり組合運営に
尽力してきた職員に対して、感謝状と記念品が贈呈

された。式典後に開かれた祝
宴式では、地元の吹奏楽団に
所属する理事によるトラン
ペット演奏や甲府市出身の歌
手による歌謡ショーが催され
るなど40周年に花を添えた。
　また、創立40周年にあわせ
て記念誌も発刊し、40年間の
組合の歩みとともに組合整備工場の設備の充実過
程、歴代の役員や事務局長などの、永い組合活動の
一端を知る資料ともなった。
　組合では末木理事長の提案で、「同等一栄（仲間
は皆お互いに協力しながら同じように栄える）」を組
合の行動指針として掲げ、40周年を機に改めて組
合の存在意義を再考し、組合に関わるすべての人た
ちが等しく栄えていける組織を目指し活動していく。

●山梨県酒造協同組合

　山梨県酒造協同組合（北原兵庫理事長　組合
員14社）は、「中小企業地域資源活用促進法（略
称）」に基づいた地域産業資源活用事業計画の認
定を東京国税局、関東農政局、関東経産局から2月
3日付で受け、20日に山梨県庁内の特別会議室で
認定交付式が行われた。協同組合が計画認定を受
けたのは、山梨県内では初めて。
　周囲を山に囲まれた山梨県には8つの水系があ
り、この数は他県と比べても多く、豊かな水資源は国
内有数のミネラルウォーターの産地であるとともに、
山梨の水（地下水・湧水）として地域産業資源にも
認定されている。
　今回の認定計画で、組合は県産酒米と県内5水
系の水を使って醸造することを基準とした「山梨県
原産地呼称日本酒認証制度（仮称）」を創設、今回
の認定で共同申請者となった組合員が試作する純

米酒、低アルコール日本酒、微発泡日本酒の
基礎製造工程をマニュアル化し組合員間で情
報共有を図り、各社の新製品開発のコスト低
減や技術向上等を図っていくこととしている。
　また組合では、各水系の特徴を活かした味
わいの異なる純米酒を楽しんでもらえるセット
商品をはじめ、国内外の新たな市場をターゲッ
トにした販路開拓事業にも取り組む。
　北原理事長は、「日本酒全体の国内出荷量
は減少傾向にあるが、消費者ニーズは量から
質へと変化してきており、純米酒の消費は伸び
ている。また、女性、若者、日本酒初心者や海外市場
では、低アルコール飲料や乾杯用の微発泡酒の
ニーズが高まっている。こうした市場の変化に個々
の酒蔵が対応していくためには、組合組織を活用し
て不足している経営資源を補い合うことが重要だと

考え、組合として県産日本酒の高品質化とブランド
化に取り組んでいくことにした。国からの5年間の補
助を活用し、県内の酒蔵が一致団結して積極的に
新事業の展開を図っていきたい。」と将来に向けて
の決意を語った。
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山梨県酒造㈿と共同申請を行った組合員企業3社

40周年にあわせて
記念誌を製作

式典で式辞を述べる末木理事長

大月商店街ガイドブック

プレミアム商品券


